2013年10月5日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第10章1～10節

・勉強：第3章41,42,43節、第9章33節、第2章67節、第5章22節、第13章9節
　アルジュナの質問は、「どのようにしたら欲望(限定的な意味では肉欲)や怒りを取り除けるのか?」でした。
ここでいう欲望と怒りのうち、より根本的なのは欲望であり、怒りの源も欲望です。
バガヴァッド・ギーターがとても興味深いのは、そこで交わされているやりとりの内容です。

よく「バガヴァッド・ギーターは暴力を教えている」という批判を耳にしますが、全くの誤解であり、事実は正反対です。

戦場における問答であるのにもかかわらず、強力な戦士であるアルジュナがクリシュナから聞きたいのは、「どのような武器で敵を打ち負かしたらいいか?」というたぐいのこととは全く違います。
アルジュナの質問は、「どのようにしたら欲望を殺せるか?」です。

現実の戦場における我々の敵は外の敵ですが、内なる敵のほうがより危険です。
外の敵はいたりいなかったりしますが、内なる敵は絶えず存在します。

この内なる敵の中で最強の敵が欲望で、これをどうしたら殺せるかがバガヴァッド・ギーターのテーマであり、舞台は戦場ですが会話の内容は大変に象徴的です。

アルジュナの質問は彼個人だけではなく、我々にとっても大変重要で普遍的な質問です。

クリシュナの答えは、第3章41節を見てください。

バーラタ王の最も秀れたる子孫(アルジュナ)よ!　先ず己の感覚器官を統御し、正智と正悟を壊そうとする罪深き欲望を完全に消し去りなさい!

ここに出てくるプラジャヒ(prajahi)という言葉ですが、ジャヒは「殺す」という意味、接頭辞のプラは強調を表します。
ですからプラジャヒは「深く(徹底的に)殺す」という意味になります。

次に43節を見てください。

このように、真我は知性より上であることを知り、その真我の霊的知性によって己の心を統御し、大勇士アルジュナよ!　“欲望”という名の恐るべき敵を惨殺せよ!』と。

ここでもまた“ジャヒ　シャットルン(Jahi satrum)”という形で、ジャヒ(殺す)という言葉が出てきます。シャットルンは敵という意味です。
バックグラウンドは戦場ですが、ここで殺すべき敵は内なる敵(欲望)です。

もう一度42節を見てください。

感覚は肉体より優れ、心は感覚より優れ、知性は心より優れているが、かれ(魂)は知性よりさらに優れている。

普通の場合、我々の意識は純粋意識ではなく、不純なものと混ざり合った意識です。

純粋意識(アートマン)の気づきがなければ、肉体、感覚、心、知性をコントロールできません。

なぜなら、肉体、感覚、心、知性には問題があり、時には過ちを犯します。

汚れたものを洗ってきれいにしたい時、汚れた水では不可能で、きれいな水を使わなければなりません。

肉体、感覚、心、知性は欲望の影響を受けて不純になることがあります。

不純なものを純粋にしようとする時、純粋なものを使ってそれをします。

アートマンだけが純粋で、欲望の影響を受けません。

普通の人にはアートマンの気づきはなく、彼らの考える「私」とは肉体意識、感覚意識、心意識、知性意識です。

バガヴァッド・ギーターは、意識のとても深いレベルについて言及しています。

道徳でありたいと思っている人たちであっても、霊的にならなければ本当の意味で道徳的にはなれません。

アートマンの気づきがなければ、安定して道徳的にはなれません。

厳しい基準に照らし合わせると、普通の人はある時は道徳的、別の時は非道徳的になります。

アルジュナの質問は、「どのようにしたらに欲望を取り除けるか?」であり、世間一般の道徳的でありたいと思っている人達も同じ質問をするのですが、アルジュナの目指すところは彼らよりはるかに深く、「霊的になりたい」というのがアルジュナの願いなのです。

霊的になるために、まず最初の段階では道徳的であることが重要ですが、それは必要条件ではあっても、十分条件ではないのです。

前回お話ししたように、感覚、心、さらに知性さえも欲望の場所となります。

欲望を満足させるか否かは最終的には知性が判断しますが、その知性までもが欲望の影響で不純なっていたなら、間違った決定をしてしまいます。

知性が常に強靭であるなら問題は起こりません。

しかし我々は、知性が時には強く時には弱く、またある時は良心的なのに別の時には非良心的になることを知っています。

良心は完全になくなりはしませんが、眠った状態になります。

我々の存在のうち、魂と魂ではないものがあることを理解してください。

魂でないものとは、肉体、感覚、心、知性のことです。

サンスクリット語にはアートマン(Atman)とアナートマン(An-Atman)という言葉があります。
Anは否定を表す接頭辞です。(末尾註参照)
アートマンは純粋意識であり、アナートマンとは純粋ではないアートマン、つまりアートマンと他のものが混ざり合った(結合した)純粋ではない意識です。

このことに関連して、前回ウパニシャッドの馬車の譬えを引用して、人間を構成する各要素と馬車のそれとを対比しました。

再度サンスクリット表記も加えて、両者の対応をまとめてみます。
1 肉体(Sharira：シャリラ)　　　　　   ―　　　馬車(Rattha：ラター)

2 真我(Atman：アートマン)　　　　　   ―　　　馬車の所有者(Rathi：ラティー)

3 知性(Buddhi：ブッディ)　　　　　　  ―　　　御者(Sarathi：サラティー)

4 心(Manas：マナス)　　　　　　　　   ―　　　手綱(Pragraha：プラグラハ)

5 感覚(Indriya：インドリヤー)　　　　 ―　　　馬(Ashwa：アシュワ)

6 感覚の対象(Vishaya：ヴィシャヤ)　　 ―　  　道(Patha：パタ)
もし馬が落ち着かない気性なのに、御者が手綱で馬をコントロールすることに集中しなかったら、馬車はうまく目的地までたどり着けません。

我々の感覚は対象を求めてあちこち動き回ります。

心や知性でこの落ち着かない感覚をコントロールしなければ、悟りに到達できないだけでなく、苦しみや悲しみが生じます。

馬の制御は、御者が手綱を使って行います。

知性は感覚を直接コントロールするのではなく、その中間に心が介在します。
たとえ落ち着かない感覚であっても、制御された心と安定した知性の両者が協調すれば、それをコントロールすることは可能であり、その結果真理に到達することができます。

心のコントロールはどのようにして可能なのか、第9章33節を見てください。

ましてや心正しきバラモンを始め、信仰篤き聖人賢者達なら、なおさらのこと。はかなく悲苦に満ちた物質界では、ただ私を信じるがいい。

この節では、アニッテャム(Anityam)：「一時的」、アスカム(Asukham)：「苦しみに満ちた」という言葉が出てきます。この世が「はかなく悲苦に満ちた」ものであるというのは、識別の結果初めてわかることです。
心のコントロールのために、識別が必要です。

どのように識別するかと言えば、我々の命、親族、富などすべては一時的であり、苦しみの源であることを理解するのです。

すべてが苦しみの源であるというのは、なかなか理解しにくい考え方ですが、釈迦の教えがまさしくそうです。
釈迦はなぜそのように考えたのでしょうか。

たとえばあなたがあるものから喜びを得ているとしたら、それがなくなればたちまち苦しみが生じます。

そしてすべてのものは一時的なので、あなたが喜びを得ているそのものにも初まりがあり、終わりもあります。
ですから、遅かれ早かれ、間違いなく苦しみはやって来ます。

あなたがたいへん愛している友人と久しぶりに会って話している間、あなたは幸せです。

しかし彼と別れると、苦しみが始まります。
遠くに住んでいる息子や娘が実家に里帰りしている間、両親は大変喜びますが、彼らが帰ってしまうと寂しくなります。

楽しみがなければ苦しみはなく、これらは一枚のコインの表裏のようにセットになっています。
片面しかないコインは存在しません。楽しみは最終的に苦しみへと変わります。

深く識別しないとこのことはわかりません。

子供が欲しかった親は、子供が生まれると大変喜びます。

しかし成長した子供が言うことを聞かない時、親は大変苦労します。

母親としての経験がある人ならすぐわかります。

喜びの源であったはずの子供が、苦しみの源へと変わります。

「すべては苦しみの源である」という釈迦の教えを初めて聞いた時、普通の人はそれを理解できません。しかし識別すれば、それが正しいことがわかります。
バガヴァッド・ギーターでクリシュナも全く同じことの、結論だけを述べています。

アスカム(Asukham)はスカム(Sukham)に否定の接頭辞アがついたものですから、スカムという言葉はアスカムと反対の「喜びに満ちた」という意味です。

クリシュナは「ある時はスカム、またある時はアスカム」という表現はせず、アスカムという言葉だけを使って、「この世は苦である」と断定的に言っています。

我々の普通の楽しみの対象は世俗的なものであり、その特徴として一時的であり、始まりと終わりがあり、衰退し、変化し、反動があります。

すべては苦しみに満ちて(アスカム)おり、その理由は一時的(アニッテャム)だからです。

もし一時的でないなら、それは苦しみではありません。

一時的(アニッテャム)だから苦しみに満ちて(アスカム)いるのであり、もし永遠(ニッテャム)ならそれは喜びに満ちて(スカム)いるのです。
では喜びの源である永遠なものとは何かといえば、絶対の真理(ブラフマン＝アートマン)です。

感覚はいつも感覚の対象に向いているので、心と知性でこの感覚をコントロールするには、識別が必要です。

ではどのような識別が必要かと言えば、最初は苦くても最後には甘露になるものと、反対に最初は甘いのに最後には毒になるものとを峻別することです。

最終的な結果がどうなるかまで識別しないと、最初の段階だけではそれが甘露なのか毒なのかは判断できません。そして重要なのは最後がどうなるかです。

たとえば、酒を飲むと最初は大変心地よいのですが、酒を飲んだ自分が最終的にはどうなるかまで想像しなければ、酒をコントロールできません。
道徳的であることは重要ですが、識別がないうちは霊的な生活は始まらず、ただの信者のレベルです。次に第2章67節を見てください。
人の感覚が対象物を求めて揺れ動くと、心もそれにつられてさ迷うこととなる。ちょうど水の上の小船が、風に吹き流されてしまうように。

ここで「船が風に吹き流される」となっていますが、へたをすると沈んでしまうこともあり得ます。ですから心と知性は識別して感覚をコントロールしなければなりません。
次に第5章22節を見てください。

感覚的接触による快楽は一時的のもので、のちに悲苦を生ずる原因となる。それ故、初めと終わりとを考え、覚者は、そのような空しい快楽には心を向けないのだ。クンティー妃の息子(アルジュナ)よ!

とても深いメッセージが含まれています。
スパーシャ(sparsa)は触れる(タッチ：touch)という意味ですが、このタッチには普遍的な意味があります。

感覚が感覚の対象に向けられた時、そこには感覚と対象との接触があると言えます。

眼の感覚で景色にタッチし、耳の感覚で音にタッチし、皮膚で物にタッチします。

感覚器官はいろいろ違っていても、そこで行われていることは基本的にはすべてタッチです。

コネクションと言っても同じことです。
我々の楽しみの源は感覚と感覚の対象との接触です。

この接触の結果は最終的には苦しみの源となります。なぜならすべて一時的だから。

金持ちにとって喜びの源と思われるお金は、同時に心配の源です。

銀行破綻、為替レート、税制などを考えると、不安で仕方がありません。
皆さんはお金を欲しがりますが、いざ手に入れてみると同じそのお金が心配の種となります。
第13章9節を見てください。
欲望の対象から心を離すこと、我執をなくすこと、生老病死を苦とみなし、その本質を究めること

これもまた識別です。
生まれる前母親の胎内にいる時、我々に全く自由はありません。
生まれた後も5歳ぐらいまでは完全に親に面倒を見てもらい、自分ひとりでは何もできません。

人間の本性はアートマンで完全に自由なはずなのに、現実には自由がありません。
成長してからも病気にかかりますし、年をとるとだんだん体の自由が利かなくなり、死の恐怖を感じたりします。これは幸せな状態とは言えません。

このような状態になる前に、最初からこのことを想像して、識別して真理について考えてください。死が間近になってから識別を始めても遅すぎます。

まだ力のある若いうちに識別してください。

そうしないと晩年に自分の人生はなんだったのだろうか、という虚しさに襲われます。

宗教は年をとってから始めればいいというのは、全くの間違いです。
年をとってからでは、真理について考えるエネルギーが残っていません。

結局感覚のコントロールのためには識別まで行かなければいけないのが、わかったと思います。

識別まで考えない人は、時には感覚をコントロールできても、安定してコントロールはできません。

一時的/永遠、有限/無限、相対/絶対について識別してください。

註）アナートマン(An-Atman)について

　ヴェーダーンタ哲学の非二元論の考えでは、この世にはアートマン(ブラフマン)のみが存在します。この観点から厳密に言えば、非アートマン(アナートマン)という言葉は矛盾を孕んでいるともいえます。

しかしながら、まだアートマンを実現していない(悟っていない)人間にとっては、アートマンと、アートマンではないのに間違ってアートマンと混同しがちなものとを区別するために、このアナートマンという概念は有用です。

アートマンは純粋な意識であり、「私」の本性もアートマンです。

しかし悟っていない我々は、アートマンと自分の肉体、心、知性とを誤って同一視しています。

「私は歩き、考え、判断する」と言う時、この誤った同一視があります。

本来は「私の脚が歩き、心が考え、知性が決定するのであり、本当の私(アートマン)は何もしていない」というのが正しい表現です。

このように本来は純粋で単独者であるアートマンを、肉体、心、知性と結合したものとして表現した言葉が、アナートマンです。
アートマンは歩きません。アナートマンが歩くのです。

アートマンのみが純粋な意識であり、それ以外のものは肉体も、心も、知性も物質です。

ではだれもが物質だと考えるこの木製の机と、人間の肉体、心、知性との違いはなんでしょう。

「全てはアートマンである」という視点からはこれらに違いはないのですが、アートマンの現れ方が違うのです。

机の中にも意識(アートマン)はありますが、それはほとんど表れてはおらず、いわば眠った状態にあります。
机のような無生物から生物である植物、動物と高度になるに従い、アートマンの現れは強くなり、人間においてそれは最も強くなります。

それゆえ人間において純粋なアートマンと、誤った同一視によりアートマンと混同しがちなもの(歩き、考え、判断する主体)とを区別するために、アナートマンという言葉が用いられます。
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